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気候システムの温暖化

や，社会構造変化に伴う

土地利用の高度化により，

生活に密接する水環境の

問題が顕在化している．降

雨，流出，浸透，貯留，蒸

発の水循環とこれに関わる

人間活動を踏まえ，健全

な自然環境の維持と社会

活動の共存を図る必要性

が高まっている． 

これに対し，気候変動，

社会構造の変化が水・土

砂災害や水資源に及ぼす

影響の評価として，治水，

治山，および利水に関す

る研究に取り組んでいる．現地調査，実験から水循環過程とそれに関わる

社会への影響を理解し，その過程をモデルすること，影響要因を解明する

と同時に要因に関わるデータ(数値気候モデル,数値地理情報等)をモデル

に入力することで将来影響を予測することが，一連の研究の流れとなる．ま

た，研究成果を基に，リスクを回避，および最小限にとどめるためのマネー

ジメントの提案にも取り組んでいる．国内外の地域，グローバルな領域を研

究の対象領域としている． 
  

学会活動 

土木学会(水工学委員) 
水文水資源学会(編集委員) 
自然災害学会 
砂防学会 

主な研究分野 

① 自然災害(洪水，土砂災害) 
② 水資源 
③ 気候変動による水環境の影響 
④ 水マネージメント 

相談に応じられる分野・テーマ 

① 気候変動による水災害影響評価モデリング 
② 気候変動による水資源影響評価モデリング 
③ 水文解析のモデリング 
キーワード 

水工学，水文学，河川工学，自然災害科学 

  

社会活動 

国土交通省： 
リバーカウンセラー(阿武

隈川上流)，阿武隈水系河川

整備委員会，福島ブロック

総合評価委員会等 委員 
福島県； 
環境影響評価委員会，海岸

津波対策等検討会 委員 
  

主な担当科目 

流域水管理特論Ⅰ，Ⅱ 
水循環システム 
ほか 
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